
資料５ 

交通空白解消のための調査事業について 

（裾野市 都市計画課） 

１ 事業の背景と目的 

  今年度、地域公共交通計画に基づき、「地域に合った移動手段の検討・導入」を図るため、当市の公共

交通における課題の洗い出しが必要である。このため、国の補助事業を活用し、市内全域のビッグデー

タを用いた分析を行い、市民の日常移動の範囲や主要施設の利用傾向と現状の公共交通網とのギャ

ップを可視化し、当市に適した公共交通の在り方を検討する。あわせて、公共ライドシェアなど新たな公

共交通システムの実証運行を実施する。 

分析調査及び新たな公共交通システムの実証の費用については、国土交通省で新設された「交通空

白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト（「交通空白」解消緊急対策事業）の補助を活用。 

 

２ 事業時期 

   事業実施期間 令和７年８月１日～令和８年２月２７日 

 年度内で調査から実証運行まで実施する。 

 

３ 事業内容 

⑴ 住民・交通事業者との意見交換会（ワークショップ等） 

⑵ 基礎調査/ビッグデータ分析 

⑶ 導入計画案の作成 

⑷ 運行計画検討 

⑸ 実証運行実施 

⑹ 本格導入にあたっての検討 

 

・ビッグデータを活用し、住民の移動傾向を把握する。 

・交通空白地域を対象としたデマンド交通、公共ライドシェア等を候補として実証運行を行う。 

 

４  調査業務委託事業者 
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